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支え板取付

1 支え板はｱｰﾑ左・右の支え板連結ﾈｼﾞで仮止め

2 ｱｰﾑ右   支え板止めﾈｼﾞを固定

3 ｽﾊﾟﾝｶﾞｲﾄﾞを取り付ける     ｽﾊﾟﾝｶﾞｲﾄﾞで右側高さが固定されるので 高さ（下死点）調整時の基準側とする

4 支え板ﾀｲﾐﾝｸﾞﾍﾞﾙﾄと本機ﾀｲﾐﾝｸﾞﾍﾞﾙﾄの位置を合わせ る

5 ｱｰﾑ軸左・右連結ﾈｼﾞを固定

6 搬入安全検知ｽｲｯﾁ・全停・厚みﾏｲｸﾛの取付と結線をする

支え板ｷﾞﾔﾃﾝｼｮﾝ軸

ｱｰﾑ軸左（アップｼｬﾌﾄ）連結ﾈｼﾞ ｱｰﾑ軸右連結ﾈｼﾞ

支え板左連結ﾈｼﾞ ｽﾊﾟﾝｶﾞｲﾄﾞ

ｱｰﾑ左

支え板右連結ﾈｼﾞ ｱｰﾑ右

支え板



各ｽｲｯﾁ

搬入安全検知ｽｲｯﾁ

搬入安全検知ｽｲｯﾁ

全停 厚みﾏｲｸﾛ

厚みﾏｲｸﾛ 全停
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厚みﾏｲｸﾛ

支え板接続固定ﾈｼﾞ

厚みﾏｲｸﾛ調整固定ﾈｼﾞ

ﾏｲｸﾛ板自身の位置(ﾏｲｸﾛｽｲｯﾁ高さ）調整と固定

ﾏｲｸﾛ板
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支え板の高さ調整

1 支え板はｹﾞｰｼﾞに少し抵抗があるように

左右ﾊﾞﾗﾝｽをｱｰﾑ軸左連結固定ﾈｼﾞで調整

どうしてもﾊﾞﾗﾝｽが取れない場合は排出側を基準に搬入側をゆるくする

2 支え板ﾃﾝｼｮﾝは0.25㎜が入って0.3㎜が入らないよう

搬入側 1.5mmｹﾞｰｼﾞor（ 1M金さし） 排出側

支え板ﾃﾝｼｮﾝのｷﾞｬｯﾌﾟ 0.25mm～0.3㎜ｹﾞｰｼﾞor（ ｸﾛｽﾃｰﾌﾟ2～3枚）

3 基準結締後複数回支え板のｱｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ繰り返し支え板の高さ 支え板ﾃﾝｼｮﾝのｷﾞｬｯﾌﾟをそれぞれ計測確認する
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支え板基準高さでの調整

第一曲げ 帳票押えＣ・上部押さえ

帳票押えA 帳票押えE ｷｯｸﾛｰﾗｰ 背ﾛｰﾗｰ 背ﾌﾞﾗｼ
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帳票押えA

取付

帳票押えCｱｰﾑが可動可能の状態である事

帳票押えCｱｰﾑ 右側取付ﾈｼﾞ 

左側側取付ﾈｼﾞ 

帳票押えCｱｰﾑを固定する
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帳票押えA (小組図 04-21-01参照）

調整

帳票押えAが    横当て・ｾﾝｻｰ開閉板   に接触しないこと

支え板

排出側は帳票搬送ﾍﾞﾙﾄに接している事 帳票押えA排出側ﾍﾞﾙﾄ上面に平行に接する事

帳票押えA入口側ﾍﾞﾙﾄ上面より3㎜浮いている事
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帳票押えE

取付

角度調整ﾈｼﾞ

高さ調整ﾈｼﾞ

前横当て 帳票押えE取付ﾈｼﾞ
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帳票押えE （小組図 04-22-01参照）

調整
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ｷｯｸﾛｰﾗｰ（小組図04-23-01参照）

支え板ｱｯﾌﾟ･ﾀﾞｳﾝを複数回繰り返し 高さを確認

ｷｯｸﾛｰﾗｰ取付ﾈｼﾞ

三つ目以降  帳票搬送ﾍﾞﾙﾄに接して回転する事

一つ目ﾎﾟﾘﾍﾞﾙﾄに軽く接触し回転する事

ﾎﾟﾘﾍﾞﾙﾄ

二つ目帳票搬送ﾍﾞﾙﾄの延長緯線上と思われる位置 帳票搬送ﾍﾞﾙﾄ

ﾎﾟﾘﾍﾞﾙﾄ
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背ﾛｰﾗｰ(小組図04-26-01参照）

取付と調整

背ﾛｰﾗｰ取付ﾈｼﾞ

帳票搬送ﾍﾞﾙﾄ

背ﾘｰﾗｰ表面のﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟが帳票搬送ﾍﾞﾙﾄに食い込む程度
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背ﾌﾞﾗｼ(小組図 04-04-25-01参照）

取付

背ﾌﾞﾗｼ連結取付ﾈｼﾞ 背ﾌﾞﾗｼ 背ﾌﾞﾗｼ固定ﾈｼﾞ

ｽﾊﾟﾝｶﾞｲﾄﾞ

背ﾌﾞﾗｼｽﾗｲﾄﾞ
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背ﾌﾞﾗｼ(小組図 04-25-01参照）

調整
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帳票押えＣ 取付・調整

取付 帳票押えＣ高さ調整ﾈｼﾞ

帳票押えＣ(小組図04-24-01参照）

支え板上部押さえ用角ｽﾃ

帳票押えＣ位置調整ﾈｼﾞ

帳票押えＣ取付ﾈｼﾞ

帳票押え高さ調整ﾈｼﾞ

入口側高さ調整

（固定側）

帳票押え高さ調整ﾈｼﾞ

出口側高さ調整

（可動側
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帳票押えＣ取付（小組図 04-24-01参照）
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帳票押えＣ取付（小組図 04-24-01参照）



支え板取付と調整16

帳票押えＣ調整

帳票押えC端面は帳票搬送ﾍﾞﾙﾄ端面より 出口側はﾍﾞﾙﾄ接し 高さ調整ﾈｼﾞとｽﾄｯﾊﾟｰに0.8㎜の隙間がある事

0.5～0.8㎜中にある事 （高さ調整ﾈｼﾞが ｽﾄｯﾊﾟｰに当たってから1回転程度緩める）

0.5～ 0.8㎜内側にある事 （位置調整ﾈｼﾞにより調整）

入口側帳票搬送ﾍﾞﾙﾄより1.5高い事 帳票搬送ﾍﾞﾙﾄに平行に接する事

A寸法は各A調整ﾈｼﾞ  B寸法は各Ｂ調整ﾈｼﾞで調節
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上部押さえｱﾝｸﾞﾙ取付

支え板を上死点位置にする

上部押さえｱﾝｸﾞﾙ（小組図 04-24-02参照）を取り付ける

上部押さえｱﾝｸﾞﾙ止め
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第一曲げ取付（小組図 04-24-02参照）

上死点にて

第一曲げを取り付ける（04-24-03参照）

第一曲げ取付ﾈｼﾞ 第一曲げ

第一曲げ取付ﾈｼﾞにて上部押さえｱﾝｸﾞﾙ取付穴の上部に仮止め.

第一曲げを手で上下できる程度に仮締める
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第一曲げ調整1

支え板を下死点（基準位置)にする

上部押さえｱﾝｸﾞﾙ止め

調整ﾈｼﾞ

第一曲げがﾍﾞﾙﾄに接するまで手で下げる

第一曲げ内側がﾍﾞﾙﾄに接するように 前後位置を

上部押さえｱﾝｸﾞﾙ止めと

調整ﾈｼﾞで位置決めする
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第一曲げ調整2

第一曲げ高さ位置調整

第一曲げ取付ﾈｼﾞ左右を締め付ける

第一曲げ取付ﾈｼﾞ右を少し締める

上部押さえｱﾝｸﾞﾙを押さえながら

第一曲げ前後位置 第一曲げ目印ﾗｲﾝと帳票搬送ﾍﾞﾙﾄの上面が

第一曲げ入口側がﾍﾞﾙﾄ端面との間に0.5㎜未満 同じ高さになるよう

出口側は隙間が無いよう前後位置を再調整する

この時 上死点・下死点で第一曲げが手で上げ

第一曲げが下がること
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第一曲げの摩耗

帳票の背中の貼に不具合が起こり始めた時

新品の第一曲げ

摩耗している第一曲げ

この部分に変形

（表面の色が変色している）

（（表面が変形しエイル）
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第一曲げ調整3

確認

ﾃｰﾌﾟが詰まらないか

実際 帳票の背中が袋になっていないか 第一曲げの前後の調整

上巾が貼れているか

ﾃｰﾌﾟが曲がっていないか 第一曲げの高さの調整

帳票が通過する時上部押さえｱﾝｸﾞﾙが(2～3㎜）上がっているか


